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― 7 ― 
群では有意差は認められなかった。肝機能はTS群では改善傾向を示した。 
 以上より、胃静脈瘤に対するIVR治療としてはTSがTIPSよりも有用で、第1選択とすべきであることが示唆さ
れた。 
以上の研究結果は胃静脈瘤に対するIVR治療としては、経カテーテル的硬化術が有用な治療法であることを
証明したもので、よって、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定された。 
